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・
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概
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放
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・
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産
業
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中
央
金
庫
に
就
⊂

…

一説

苑

婚

姻

年

齢

の
統

計

的

研

究

・

雑

』録

失
北茱
保

険
鵬制
度
{の
推

移

・

生

産
者

及
び
消

費
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重

て
の
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亜
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伽
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・
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ク
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ェ
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論

文

集

・
.
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世
界
的
貨
幣
問

題
と

カ
ッ
セ

ル

教
授

の
學
説

小

川

幅

太

郎

欧
洲
大
戦
の
終
結
以
来
、
世
界
の
経
済
ぽ
牧
扮
す

べ

か
ら
ざ
る
状
態
に
陥

っ
て
み
る
。
世
界
血
膿
が

一
の
有

機
磯

の
如
く
に
な

っ
て
み
る
今
日
に
於
て
は
、
他
国
に

致
命
的
打
撃
を
與

ふ
る
こ
ε
は
結
局
相
互
の
災
厄
を
招

く
基
で
あ
る
ε
云
ふ
幕
.が
、
諸
国
に
於

て
深
刻
に
脛
験

せ
ら
れ

つ
、
あ
る
。
そ
こ
で
こ
う
し
て
も
歓
洲
の
経
済

雑

録

世
界
的
貨
幣

問
題
ε
カ

ツ
セ
ル
教
授
の
學
説

を
復

興
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら

海
事

ε
な
り
、
是

に
謝

し

て
幾
多

の
方
策

が
提
議

せ
ら
れ
、
理
論
上

に
も
實
際

上

に
も
討
究

の
対
象

ざ
な

っ
て
は

み
る
が
、

何
分
㌦
共

の

範
團

が
廣

汎

で
而

も
其

の
巾

に
多

く

の
重
大
問
題

が
互

に
錯

綜
し
て

み
る
。
從

っ
て
其
筈

の
問
題

の
中

、
第

】

に
何

か
ら

、
先
づ
手
を

つ
け
て
行

く
が

よ

い
か
、
第

二

に
各

個
の
問
題

に
就

い
て
、
如

何

に
す

れ
ば
最

も
適

當

で
あ

る
か
ご
云
ふ
事

に
聞

し
て
幾

多

の
議

論
が
存

し
て

み

る
が
、
其
中

で
『
欧
洲

の
縄
濟
的
復
興
を
實

現
せ

ん
が

た

め
に
は
、
各
国

に
依

り
て
宜
ハ
の
通
貨

償
嬉

の
{女
定
を

得

る
事
を
其

の
必
須
的

要
件

ご
噂
」

ご
は
昨
年

五
月

の

ぜ
ノ
ア
會

議

の
財
政

委
員
會

に
於
け

る
決
議

の
第

[
に

置

か
れ
て
み
る
も

の
で

あ
る
。
蓋

し
、
隊
洲

現
時

の
危

機

の
基
く
所

が
主

ご
し

て
貨
幣
償
噴

の
不
安

定
、
換
.育

す
れ
ば
其

の
購
買

力
が
絶

え
ず
攣

動
ず

る
事

に
存

す

る

ば

明

か
な

る
所

で

め

っ
て
、
此

の
購

買
力
の
璽

動

が
爲

替

の
不
安
定

を
惹

起
す

る
有
力

な
る

一
原
因

ε
な

る
事

は
亦
争

ふ
事
が
出
来

な

い
。

「
か
く
の
如
く
詠
州
纒
濟
復
興
問
題
ご
離
る
べ
か
ら
ざ
る
欄
係
た
有
し
て

居
ろ
所
よ
噂
し
て
、
貨
幣
問
題
は
既
に
千
九
百
二
十
年
の
プ
ル
ツ
セ
ル
會

第
十
六
巻

(第
四
號

=
二
五
)

七

】
七
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蕪

蜂

世
界
的
貨
幣
問
題
ご
ヵ

ッ
鬼
ル
教
授
の
購
読

議

に
於
け

ろ
{土
要
の
論
題
定
な

っ
た
の
で
あ
ろ
が
其
後
阿何
面
…の
繍
興れ

ろ
門地

問
題

に
更
に
ゼ
ノ
ァ
會
議

に
於
て
多
く
の
論
議
為
醸
す
事

ε
な

っ
た
。
而

し
て
庇
両
會
議

に
出
席
ぜ
る
多
く

の
論
者

の
中

に
於

て
も
、
瑞
典

の
カ
ツ

セ
ル
教
授

の
意
見
は
有

力
な

う
も

の
こ
し
て
認

め
ら
れ
て
ゐ
ゐ
、
從

っ
て

其
賛
成
者
も
多

い
が
叉

反
射
者
も
少
し
こ
ぜ
な

い
。
我
国
に
於
て
し
教
授

の
所
謂
「
購
買
力
卒
慣
説

」
に
就
て
最
近
山
崎
博
士
の
詳
細
な

ろ
紹
介
及
批

エ

　

許

が
あ
.り

、
曾

っ
て

に
高

田
博

士

の
批
評

が

あ

っ
.た
。

.

近

頃

、
佛

圃

の

ジ

ヌ

ユ
ー

氏

「
世
界

的
貨

幣

問
題

芝
カ

ソ
セ

ル
軟
投

の

の

畢
訊

」
こ
い
ふ
題
で

]
衣
ね
獲
表
し
て
、
教
授
が
プ

ル
ツ
セ
ル
財
政
會
議

の
要
求
に
応
じ
て
千
九

百
二
十
年
に
書

い
た

「
世
界

の
貨
幣
問
題

に
關
す

の

る
意
見
書
」
ご
、
同
じ

問
題
に
就
て
千
九
百
二
十

一
年
十

一
月
甘
七
日

の

言
書

色
話
毘
費

Ω
ロ
霜
匹
猷
昌

∩
0
5
ヨ
韓
o
囲」

に
鱗
表
し
た

「
第
二
の
意
見

の
書
」
ミ
に
基

い
て
、
左

の
事
項
に
就
て
考
察
か
試
み
て
ゐ
ゐ
が
、
是
叉
他

山
の
甲御
ピ
払仙
う
も
の
が
あ
ら
・り
ミ
思
ふ
D

一
目
下
救
済

の
必
要

あ
る
状
態

の
因
た
な
ぜ
ろ
、
貨

幣
に
關

ず
ろ
最
近

の
圭
要
事
實
。

二
曲
救
済

の
目
的
な
遙
す

ろ
爲

に
提
唱
さ
札
.た
る
方
策
、
就
中
カ

ソ
セ

ル
教
授
の
學
訊
。

三
是
等
の
説
の
騒
表
文
に
滴
用
後
の
反
動
的
事
實

、
井
び
に
隊
洲
の
現

(

p

状

に
於
て
の
安
定
政
策

の
可
能
性
D

そ
=
で
私
に
、
氏
の
所
説
々
聞
く
ご
共

に
、
之
等

の
問
題
が
如
何
に
機

腥
し
て
行

っ
て
み

ろ
か
、
及
び
之

に
關
嚇
し
て
カ
ッ
セ
ル
教
授
の

い
ふ
所

に
就

て
、
少
し
く
窺

ふ
事
に
す
る
。

第

十
六
巻

(第
四
號

=
二
六
)

七

一
八

一

カ
ッ
セ
ル
激
授
が
前

記
第

一
の
意
見
書
に
於
て
、
戦

時
及
び
戦
後

に
生
じ
た
所
の
経
済
上
の
攣
化
の
最
も
顯

著
な

る
特
徴

ε
し
て
擧
げ
て
み
る
も
の
は
、
通
貨

の
非

常
な

る
膨
脹
、
使
用
し
得

べ
き
生
産
物
の
減
少
、及
び
物

領
の
過
度
な
る
騰
貴
で
め
る
。
之
を
簡
軍
に
説
明
す
れ

ば
通
貨
の
膨
脹
は
、
戦
前
諸
國
問
の
貨
幣
關
係
の
基
礎

ε
な
り
、
且
又
、
其
關
係
を
殆

ん
ご

コ
ソ
ス
タ
ジ

ト
に

維
持
し
て
居

つ
だ
所
の
金
本
位
制
が
、
多
敷
の
國

に
於

て
抛
棄
せ
ら
れ
て
、
他
国
の
金
本
位
叉
は
紙
幣
ε

一
定

の
關
係
な
き
紙
幣
が
是
に
代
は
る
事
ε
な

っ
た
爲
め
で

あ
る
。
次
に
紙
幣
其
他
の
支
.彿
手
段
が
非
常

に
増
加
し

々
に
も
拘
ら
す
貨
物
は
是
に
伸

ふ
て
増
加
せ
な

か
っ
た

矯
め
に
、物
贋
が
非
常

に
騰
貴
す

る
事
ε
な
つ
π
。
而
も

此
貨
物

の
減
少
は
通
貨
の
膨
脹
に
比
す
れ
ば
其
程
度
は

低

い
が
、
叉
種
々
の
理
由
に
依

て
、
國
に
よ
b
非
常

に

異

っ
て
居
π
。
而
し
て
特
に
注
意
す

べ
き
は
、
共
通
の

金
贋
本
位
が
抛
棄

せ
ら
れ
、
各
国
が
特
有
の
流
通

々
貨

に
依
頼
し
て
か
ら
は
、
其
國
内

に
於
け
る
物
債
卒
準
が

外
國
の
物
償
準
準

ご
全
く
無
闕
係
の
も
の
に
な
っ
た
事

静掻壷饗潔警耀耀ii魏罐 灘墾獣諜笙轟 亀ll)
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で
あ

る
。

か
う

い
ふ
成

行

で
め
る
か
ら

し
て
、

ブ

ル
ソ
セ
ル
會

議

よ
り
其
意
見

を
徴

せ
ら

れ
π
る
諸
學
者

の
共
同
宣
吉

の
中

に
も

「
何

れ

の
所

に
於
て
も
信

用
及
.び
通
貨

の
膨

脹
を
出
来

る
丈
早

く
停

止

せ
ね
ば
な

ら

隠
」

ξ

い
ふ

一

ナ

ア

ユ旬
が
最
初
に
存
し
て
み
る
。

通
貨
牧
縮
政
策
實
行
の
結
果

千
九
百
壮
年
に
は
、

通
貨
は
諸
國

に
於

て
膨
脹
の
.勢
を
続
け
、
卸
費
物
.儂
の

↓
.般
雫
準
は
大
部
分
の
國
々
に
於
て
最
高
黙

に
達
し
て

居
た
が
、
翌
年
の
初
よ
り
物
償
は
急
調
子
の
下
落
を
な

す

に
至
b
、
而
も
最
近
迄
繊
縅
し
て
居

る
。若
干
の
経
済

學
者
就
中

カ
ッ
セ
ル
鍛
授
は
、
比
物
債
下
落
の
原
因
を
、

自
然
的
の
力
ε
い
ふ
よ
り
も
.、
寧
ろ
諸
国
政
府
が
物
債

を
下
落
せ
し
め
其
れ
に
依
て
貨
幣
の
本
位
に

一
層
高
き

償
値
を
與

へ
し
め
ん
ε
す
る
政
策

に
蹄
し
て
み
る
。
元

來
此
通
貨
股
縮
政
策
な
る
も
の
は
、
世
人
が
正
常
な
る

も
の
ε
し
て
考

へ
慣
れ
て
居
た
所
の
、
戦
前
の
金
平
償

及
び
物
債
李
準
に
復
路
せ
し
め
よ
う
一し
す
る
計
.壁
を
以

て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
結
果
は
世
界
の
繁
榮

ε
い
ふ
見
地
よ
り
し
て
、
人

々
の
期
待
せ
る
所
ε
全
然

薙
.
錐

世
界
的
貴
僧
…問
題

ご
カ
ツ
セ
ル
教
授

の
學
訊

反

射

な

も

の

に
見

え

る

の

で

あ

る

。

蓋

し

物

儂

の

絶

え

ざ

る

下

落

は

生

産

の

恐

慌

及

び

失

業

を

惹

起

し

た

ε

共

に

、

通

貨

肢

縮

は

】
般

的

不

均

衡

を

増

大

す

る

に

過

ぎ

な

か

っ
た

の

で

あ

る

。

北
米
合
衆
国
ば
千
九
百
二
十
.年
五
月
に
組
織
的
な

ろ
通
貨
攻
縮
政
策
な

開
始
し
た
が
、之
な
園

内
の
見
地
よ
り
す

う
も
、
さ
の
好
結
果
々
生
じ
な
か

っ
た
。
蓋
し
、
多
く
の
国

々
に
於
て
同
様
の
現
象
あ

る
壽、
し

ε
の
豫
想
&

り
し
て
、世
人
が

}
般

に
沿
塑

だ
制
限

し
た
ピ
同
時
に
、
物
領

の
絶

え
ざ
ろ

引

下
は
満
期

こ
な
れ
る
貸
付
の
償
還

為
夥
し
く
不
可
能
な
ら
L
め
て
所
謂

即
自
ゆ
コ

O
「O
ら
斤
ご
し
て
固
定
ゼ
し
め
、
遂

に
是
が
米
国

の
重
大
な

ろ
不
安

の
原
因
こ
な

る
に
至

っ
た
。

一
価
に
於
て
米
國
の
貨
幣
政
策
は
、
自
画
の

貨
幣

な
戦
前

の
弗

芝
の
準
偵
に
回
復

ぜ
し
め
ん
事
に
、
或
ば
少
く

ミ
も
其

開
き
の
増
大

ぜ
ざ
ら
ん
事

に
焦
慮
ぜ

ろ
、
他

の
國

々
の
貨
幣
政
策

に
大
な

る
影
響

な
及
ぼ
し
た
。
特

に
英
圃
が
傍
の
債
値
な
高
め
之
な
出
来

ろ
丈
弗

に
接
近
ぜ
し
め
ん

ε
ぜ

ゐ
長

e
間

の
努
力
に
人
の
知

ろ
肝
で
あ
.ろ
。
而
し

て
他

の
諸
国
も
之
に
倣

ふ
れ
が
何
等

の
成
功
な
見
な

い
、
何

8
な
れ
ば
弗

の
封
内
偵
値
ば
他

の
貨
幣

の
封
内
偵
値
ま
り
も
急
速
に
回
復
し
、
か
く
て

両
者

の
開
き
ば
些
一じ
も
減
少
ぜ
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
o

以

上

の

如

き

通

貨

肢

縮

の

競

争

は

諸

国

の

貨

幣

の

相

数

的

儂

直

径

っ

て

其

相

互

間

の

貿

易

状

態

の

安
.定

を

妨

げ

る

が

如

き

結

果

を

生

す

る

に

過

ぎ

な

か

っ
た

、

加

ふ

る

に

、

若

干

の

國

々

は

多

少

共

、

断

乎

た

る
政

策

を

貴

弟
十
六
巻

(第
四
號

=
二
七
)

電

一
九

、
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薙

鋒

世
界
的
貨
幣
問
題
ε
カ
ソ
セ
ル
教
授
の
學
誹

付
し
把
の
に
他
の
団
々
は
通
貨
膨
脹
を
俗
も
甚
し
く
し

た
ε
い
ふ
が
如
き
事
實
よ
b
し
て
、
此
状
勢
は

一
暦
錯

綜
す
る
事
ざ
な
っ
た
u

金
準
備
の
不
孝
均

更
.に
叉
、
事
實
肚
、
右
の
結
論

を
弛
む
る
に
足
る

一
事
情
が
あ
る
。
通
貨
牧
締
政
策
の

本
質
的
に
ヌ
最
後

の
目
的
ε
し
て
企
圖
す

惹
所
は
金
本

位

に
復
締
す

る
事
で

あ

る
。
然
る

に
戦
争

の
始
め
以

来
、
欧
洲
の
金
準
備
は
中
立
国
其
他
厭
洲
外

の
諸
国

へ

移
動
し
、
千
九
百
十
三
年

に
世
界
の
金
準
備

の
七
十
パ

ー
セ
ン
ト
を
所
有
し
ゐ
π
る
欧
洲
の
諸
銀
行
は
今
日
僅

か
に
四
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
を
有
す
る
に
過
ぎ
な

い
。
反

定
米
國
は
互
額

の
金
を
回
牧
し
準
備
銀
行
の
金
所
有
額

は
、
■職
争
中

の
移
韓
を
別
ご
し
て
八
徳

】
千
萬
弗
に
増

加
し
た
。
而
も
此
亘
額
の
金
は

一
度
入
れ
ば
最
早
外
に

出
な

い
事
ε
な
b
、
且

つ
此
制
限
的
精
神
が
、

一
様
な

る
嫉
妬
を
以
て
自
国
の
少
き
富
を
見
守

っ
て
み
る
他

の

國

々
に
振
が
る
事
ピ
な

っ
た
。
從

っ
て
諸
国
戦
前
の
金

李
償
は
非
常

に
差
異
あ
る
も
の
こ
な
り
、
其
順
序
は
、

流
通
以
上
の
互
額
な
る
金
準
備
を
保
有
せ
る
中
立
国
に

始
ま
り
、
準
備
の
減
少
せ
る
聯
合
諸
国
之
に
次
ぎ
、
最

第
+
六
巻

(第
四
號

一
三
八
)

七
二
〇

後
に
紙
幣
し
か
無

き
東
歌
洲
の
国
々
ε
な
る
。
上
に
簡

軍
に
共
憂
邉
を
示

し
π
る
通
貨
牧
縮
政
策
が
分
散
的
に

行
は
れ
た
る
は
、
實
に
か
・
る
不
孝
均
な
る
歌
態
に
於

て
ゴ
あ

っ
淀
Q二

徹
底
的
通
貨
牧
縮
策

の
是
非

ジ
氏
は
日
(
、
上
述

の
諸
事
賓
は
夫
自
身
意
味
あ
る
事
で
め
る
が
、
通
貨
牧

縮
を
組
織
的
に
行
は
う
ご
す
る
論
者
は
、
是
等
の
事
・實

の
畿
展
を
以
て
究
極
的
の
も
の
で
な

い
ε
云

っ
て
異
論

を
唱

へ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
完
全
に
紙
幣
制
度
ξ
な
り

從

っ
て
以
前

の
本
位
の
消
失
し
た
國
は
勿
論
、
も
つ
ε

都
合

の
よ
い
国
々
で
も
、牧
縮
政
策

に
よ
b
、
重
大
な
る

困
難
な
し
に
ば
決
定
的
の
結
果
を
期
待
す
る
事
は
不
可

能
で
め
る
。
且
又
、
ヵ
ッ
セ
ル
激
授
も
云

へ
.る
如
く
、
通

貨
収
縮
は
国
家
の
公
債
の
負
撚
の
上
に
重
大
な
る
影
響

を
及
ぼ
す
享
ε
な
る
。
即
ち
国
家
が
償
値
の
下
れ
る
貨

幣
で
負
燃
し
た
債
務
が
、
貨
幣
債
億

の
上
る
事
に
よ

つ

皿
て
も
増
大
す

る
事
蓬
な
る
、
が
故
に
、
過
度
の
通
貨
収
縮

…
は
財
政
の
破
壊
蓬
国
家
破
産
を
座
す
事
ε
な

る
。
乍
然

一
若

し
か
≧

考
が
人
を
惹
付
け
る
な
ら
ば
、
そ
は
特

に

、

、

咀



'

,

閣

湛
徽
…的
理
由

に
因
る
も
の
で
あ
る
、
邸
ち
}辺
砦
一枚
縮
は
.

均
衡
に
復
蹄
す
る
事
及
び
健
全
な
る
財
政
状
態
の
徴
候

一

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
如
何

に
通
貨
牧
縮
が
有
利

で
あ
る
ε
し
て
も
経
験
の
漱
ふ
る
所

で
は
、
如
何
な
る

嚇
如
何
な
る
威
に
於
て
も
、
そ
れ
の
み
を
以
て
し
て
は

紙
幣
濫
獲
の
弊
害
を
矯
正
す

る
事
を
得
な

い

の

で

め

る
。金

塗
鐡
増

加
案

ジ
氏

は
更

に
次

の
如
く
論

じ

て

ゐ
…

る
。
戦
前

の
貨
幣
本
位

に
復
締

す

る
事
は
、
金
準
備

ε

流
通

紙
幣

ε
の
關
係

の
改
善

ξ
關
聯

し
て
み

る
の
で

ゐ

…

る
か
ら
、
假

令
、
流
通
紙
幣

の
非
常

な

る
牧
縮

は
不

可

・

能

で
あ
り
不
都
合

で
あ
る

ε
し

て
も
、
金
準
備

の
方

を

.

増

加

さ
せ

る
事
は
出

來

訟
で

あ
ら
う

か
、

こ

い
ふ
論

者

が
あ
ら
う
。

嚢

に
世
界

に
於

け
る
金
の

状
態
井

び
に
其

分
配

の
不

.

午
等

ε

い
ふ
事
が

、
か

＼
る
方

法
の
出
護
黙

を
非
常

に

危

険
な
も

の
に
し
た
事
を
述

べ
た
が
、

凡
て

の
貨

物

ご

同
じ
く
金

は
最
も
高

く
支

彿
は

れ
る
國
即
ち
米

国

に
向

ふ
の
で
み
る
、

ヴ
ァ
.ン
ダ
ー
ソ
ソ
プ
氏
が
、

欧
州

の
幣

制
復
興

の
爲

め
に
、
米
國

が
漱
洲

へ
金

の
貸
付

を
な
す

離
開

離
那

世
単
刀的
貨
幣

問
題
ざ
カ

ソ
セ
ル
教
授
の
學
説

事
を
勧
め
て
ぬ
る
が
、
そ
ん
な
人
爲
的
な
方
法
を
試
み

て
も
駄
口
で
あ
る
。
蓋
し
此
問
題

の
解
決
が
出
来
.
迭

還
さ
れ
た
金
が
欧
洲
に
止
ま
る
爲
め
に
は
、
隊
木
間

の

貸
借
關
係
が
至
く
均
衡

に
あ
る
事
を
要
す

る

で

あ

ら

う
.
然
る
に
米
国
の
貸
借
勘
定
は
ア
ズ
ノ
ル
マ
ル
に
三

十
億
法
の
貸
方
に
な

っ
て
み
る
、
之
を
建
直
す

に
は
、

米
国
が
其
輸
出
額
を
鹸
…入
額
よ
り
も
少
く
す
己
様
に
決

心
せ
ね
ば
な
ら
諏
。
所
が
純
粋
な
る
保
護
貿
易
射
精

騨

の
表
徴
た
る
新
關
…視
牽
が
　最
近
實
肺
一さ
れ
た
事
は
、
か

＼
る
事
が
米
国
の
意
思

で
な
い
事
を
充
分
に
示
し
て
み

る
。更

に
世
界
の
金
の
貯
蔵
量
が
補
充
的
に
壇
加
す
る
事

も
當
に
し
て
は
な
ら

楓
。
貴
金
属
の
産
額
は
戦
争
中

に

…
減
少
し
陀
の
で
あ

る
。

假
令
、

カ
ソ
セ
ル
激
授

の
定

め

て
み
る
最
高
額
八
千
萬
硝
に
達
す

る
ご
し
て
も
、
現
在

・
の
消
費
に
ば
勿
論
、
隊
洲
の
金
貯
識
量
の
回
復
に
は
猶

更
不
充
分
で
あ
ら
う
。
加
之
、
こ
の
貴
全
勝

の
稀
少
ε

い
ふ
事
が
其
儂
柊
を
騰
貴

せ
し
め
、
爲
替
の
下
落
せ
る

國
は
益

々
金

に
近
付
き
難

く
な

っ
て
み
る
。
此
事
情
よ

り
し
て
、
激
授
も
温
度
な
る
通
貨
牧
縮
を
非
難

し
、
以

第

十
山
ハ血
廼

(盤
即四
[號

一
一二
九
)

七

二

一



幽

,

雑

録

世
界
的
貨
幣
問
題
ピ
カ
ソ
セ
ル
教
授
の
學
説

前

の
金
本
位
回
復
の
目
下
不
可
能
な
る
を

注
意

す

る

に
止
む
す
、
其
れ
に
基

い
て
の
貨
幣
改
革
が
帳
合

一
時

的

で
も
利
益
で
あ
る
ε
い
ふ
事
に
は
異
議
を
唱

へ
て
る

る
。債

値
一切
下
問
題
及
び
購
四界
刀
準
債
観

さ
て

カ
ッ
セ

ル
敷
授
の
説

の
要
黙
は

爲
替
の
安
定
を
求
む
る
に
は
、
可
及
的
急
速
に
金
本

位
に
復
締
す

る
事
を
要
す
る
。
そ
れ
に
は
、
卸
費
償
格

揃
激
の
比
較

に
現
は
る

、
所
の
謡
國
貨
幣
の
圏
内
購
買
.

力
に
基

い
て
建
て
ら
れ
た
る
、
新
国
際
的
李
償
に
從

っ

て
、
各
國
貨
幣
輩
位
の
償
値
切
下
を
行
ぽ

ね

ば

な

ら

澱
。
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。

敏
授
は
曰
く

「
斜
里
的

に
決
定
さ
れ
し
紙
幣
本
位
の

上
に
成
立
し
得
る
貨
幣
制
度
建
設
の
目
的
を
有
す

る

一
.

切
の
努
力
が
、
假
令
そ
れ
が
理
論
的
基
礎
に
立
て
る
も

の
で
も
、
少
く
ざ
も
現
在

で
は
破
滅
し
π
み
る
程
、
金

に
復
蹄
す
る
希
堅
は

一
般
的
で
め
り
叉
強
烈

で
あ
る
。

然
し
比
熱
は
自
明
で
あ
る
ξ
し
て
も
、
そ
れ
だ
か
ら
ご

い
っ
て
新
な
る
金
本
位
は
戦
前

の
本
位

ε
同

一
な
る
、

登

第
十
六
巻

(第
四
號

一
四
〇
}

七
二
二

に
生

じ
て
來
な

い
」
ε
。

是

で
見

る
ε
、
戦
前

の
金
本

位
を
復
活

さ
せ
る
事
は

出

水

な
い
が
、
矢

張
金

本
位

で
あ

っ
て
、
.只
以
前

よ
り

も
此
儂

の
低

き
も

の
を
採
用

す

る
事

に
な

る
、
即

ち
所

謂
横
位

切
下

(d
。く
葺

mま

こ

を
行

ふ
必
要

が
生

じ
て
来

る
事

に
な

る
。
そ
し

て

ゼ
ノ
ア
會
議

の
財

政
委
員
會
も

是

蓬
同
様

の
意
見

を
採
用

し
て

み
る
。

決
議
五
、
現
在
に
於
て
合
歓
羅
巴
諸
圃
の
採
用
の
同
意
た
得
べ
吾
・唯

【

の
共
通
本
位
ば
金
な
り
ε
す
。

決
議
八
、
第
二
の
措
置
は
貨
幣
箪
位
の
金
慣
格
た
決
定
し
且
之
為
確
立

す
る
に
あ
み
べ
し
。
右
措
置
ば
各
国
経
済
事
情
の
許
ず
場
合
に
於
て
の

み
、
之
々
採
用
す
ろ
こ
芝
炬
得
。へ
し
。
蓋
し
各
国
に
於
て
右
措
置
な
採

用
す
る
に
際
し
て
に
、従
前
の
金
甲
僻
か
採
用
す
.ヘ
キ
・か
、叉
ば
當
該
時

に
於
け
ろ
貨
幣
輩
位
の
爲
替
相
場
ピ
略

「致
す
ろ
新
早
便
た
採
用
で
べ

者
か
の
緊
切
な
る
問
題
な
決
定
ぜ
ざ
ろ
。へ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

次

に
教
授
は
曰

く

「
各

國
は
高
閣

の
貨
幣

に
幾
何

の

償
値

を
與

へ
ん
ε
す

る
か
、
換
言
す

れ
ば
物

儂
を
安
定

一
せ
し
む

る
爲

め
標
準
如

何
を
決
定

せ
ね
ば
な
ら

濾
の
で

あ

る
が
、
物
償
及

び
各

種
賃
銀

の
受

動
が
不

規
則

で
あ一

[
る
た

め
、
標
準
を

運
用
す

る
上

に
困
難

が
生
ず

る
。
徒

金
ε
の
比
偵

に
依
ら
ね
ば
な
ら

兎
ご
い
ふ
事
は
必
然
葡
一

て
卸
壷
債
格
を
安
定
せ
し
む
み
た
め
に
採
用
す

べ
き
標

ゼ ノア国際経済 會議決議(大 殿 省調査 月報第 十二巻 第八號)D
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準
は
、
賃
銀
其
他

の
生
産
費
の
要
素
π
る
債
椿
に
動
揺

を
来
す
事
の
最
も
少

い
様

に
、
生
産
物
の
贋
格
ご
其
生

産
費

ε
の
間

の
均
衡
が
建
て
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら

諏
。
故

に
、
是
が
爲
め
に
は
特
に

一
団
の
生
産
的

活
動
.の
監
督
及
び
賃
銀
の
調
整

に
就
て
、
極
め
て
周
到

な
る
政
策
を
行

ふ
必
要
が
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
如
き
激
授
の
説
に
野
し
て
ジ
氏
は
「
凡

そ

】
國
が
容
易
に
共
物
債
を
安
定
せ
し
む
る
事
を
得

る

・し
し
.
或
は
又
庇
問
題
が
解
決

さ
れ
把
も
の
ざ
假
定
し

て
、
其
上
に
倫
、
多
少
監
督
せ
ら
る
・、
纏
濟
的
活
動
の

働
き
に
依
て
、
物
償
が
長
期
間

に
亘

っ
て
は
、
安
定
し

て
み
る
事
を
純
験
上
よ
り
確
め
得

る
・し
す
る
も
、
此
の
.

物
償
の
安
定
が
同
時
に
其
國
の
貨
幣
の
爲
替
贋
値
に
及

ぶ
・し
い
ふ
事
が
謹
明
さ
れ
た
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
が
た

め
に
は
、
爲
替
相
場
ご
貨
幣
の
國
内
購
買
力

ε
の
問
の

此
密
接
な
る
關
係
が
、
可
な
b
精
確

に
謹
明
香
れ
る
事

を
事
實
に
就
て
確

め
ね
ば
な
ら

訟
」
こ
い
ひ
千
九
百
廿

二
年
八
月
に
於
け
る
英
佛

二
國
の
卸
賀
物
償
指
数

が
夫

々
、
三
三
〇
・
五
ε

】
五
二
・三
郎
ち
二
・
エ
八
七

ε

一

ε
の
比
で
あ

っ
て
、
是
に

「
二
國
の
通
貨
が
膨
脹
す
れ

難

藻

世
界
的
貨
幣

問
題
ε
カ

ツ
セ
ル
教
授
の
學
醗

ば
、
新
爲
替
相
場
は
、
奮
相
場
に
両
圃
の
通
貨

の
膨
脹

率
問

の
商
を
乗
じ
た
も
の
に
等

し
い
」
ε
い
ふ
、
激
授

の
購
買
力
李
償
説
の
原
則
を
摘
用
す

れ
ば
、
膀
の
相
場

め

は
五
四
・
六
四
法
ε
な

る
事
を
示
し
、
八
月
に
於
け
る
膀

の
至
境
相
場
が
可
成
り
是
に
近

き
五
五
・七
注

ご
な

る

事
、
更
に
千
九
百
二
十

一
年
八
月
よ
り
二
十
二
年

の
七

月
迄

の
各
月
に
就
て
同
様
の
方
法
を
試
み

た

る
も

の

が
、
實
際
の
平
均
相
場

ε
近
似
し
て
み
る
事
を
数
字
で

示
し
て
み
る
。
そ
し
て
曰
く

「
是
で
見
る
ε
確

か
に
差

が
襲

っ
て
は
み
る
が
、
此
差
は
爲
替
手
形
の
増
減
に
事

實
上
作
ふ
投
機
ε
か
、
或
は
叉
貿
易
⊥
の
貸
借
の
増
減

ご
か
に
蹄
因
す
る
事
が
出
来
る
。
然
し
全
膿

に
於
て
は

原
則
は
讃
明
さ
れ
た
も
の
ご
思
は
れ
る
」

ε
。

荷
是
に
続

い
て
ジ
氏
は
、
キ
ー
ソ
ス
氏
の
『
稍

々
無
理

な
叉
不
正
確
な
る
形
式
を
以
て
、
カ
ツ
セ
ル
の
説
は
、運

賃
、
關
挽
其
他
の
附
加
税
が

　
の
貨
幣
の
封
外
購
買
力

ε
対
内
購
買
力
ご
の
間

の
、
換
言
す
れ
ば
其
爲
替
僚
艦

`
其
購
買
力
孕
償
ξ
の
間
の
、
精
確
な
る
關
係
を
妨
げ

る
ε
い
ふ
事
實
を
充
分
考
量
し
て
居
な
い
様
で
あ
る
。

此
事
情
よ
り
し
て
、
此
説
は
国
際
貿
易
品
に
關
し
て
の

第

十
六
巻

(第
四
號

「
四

「
)

七

二
三

25,22法 〔邸 ち『聾干 債)Y.2.167=54,64法9



.

縦
皿

雑
剛

性

財外
的

樽
凪徽
四
問
題

ぜ」
カ

ッ
セ

ル
教

授

の
學

珊
励

み
適
合

し
、

一
般

物
償
措
敷

に
は
基

か
な

い
」

ε
の
批

一

り評
に
射
し
て

「
貨
幣
の
対
内
贋
億

ε
断
外
贋
億
ご
の
均
…

衡
を
覆
す
所
の
原
因
に
は
、
運
賃
や
關
税
の
愛
動

よ
り

も
偉
重
要
な
る
も
の
が
め
る
。
其
中

に
は
僅

か
の
限
度

に
於
て
投
機
が
あ
り
、
特
に
通
貨
膨
一巌
が
あ
る
。
午
熱
…

第
十
六
巻

(
第
四
號

「
四
二
)

七
二
因

り

.
一
般

物
償

・じ
の
關

係
の
問
題

ε
共

に
、
今

後
樹
研

究
を

・要

す

る
も

の
で
あ
ら
う

.、」
思

ふ
。

次

に
債
櫨
切
下

の
問

題

に
就

て
、
論
者

は

ぜ

ノ
ア
會
.

.

議

の
財
政
.委
員
會

に
於

て
、
諸
貨
幣

の
正
常

合
金
量
を

其
現
在

の
慣
格

に
て
調

整
す

る
事

が
、
爲

替

の
安
定

を

既

に

ヵ
ソ
セ
ル
其
他

ビ

ノ
ァ
會

議

の

諸
學
者

に

從

っ
}
生
す

る
に
は
、
そ
れ

・し
同
時

に
金

が
自
由

に
流
通

し
、

て
、
爲
替
の
安
定
從

っ
て
其
安
定
の
爲
に
孕
慣
説
を
實

際
に
鷹
用
す

る
事
は
通
貨
膨
脹
を
中
止
し
、
其
上
、
通
貨
.

牧
縮
を
始
め
だ
國
で
な
け
れ
ば
行

ふ
事
が
出
來
な

い
事

を
説
明
し
た
。
尤
も
論
者
は
物
債
が
爲
替
に
影
響
す

る

の
で
は
な
く
爲
替
が
物
償

に
影
響
す
る
の
で
あ
る
ε
主

張
す
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
例

へ
ば
濁
逸

の
如
く
、
貨

幣
に
就
て
無
政
府
状
態
に
陥
れ
る
國
を
除

い
て
は
、
此

要
素
は
非
常

に
限
り
の
あ
る
も
の
ε
汚

へ
る
」
ご
。

か
く
の
如
く
、
ジ
氏
は
購
買
力
卒
債
説
を
大
畿
承
認

し
て
居
り
、
前
述

の
プ
ル
.ッ
セ
ル
會
議

に
於
け
る
諸
學

者
の
共
同
宣
言
の
中
に
も
、「
爲
替

の
水
準
は
諸
国
の
凾

内
流
通
々
貨
の
相
獄
的
僧
…俺

に

↓
致
せ
ん
こ
す
る
傾
向

の

を
有
す
」

の

一
句
が
め
る
。
乍
然
、
貨
幣
の
購
買
力

ご

爲
替
相
場
ε
の
關
係
の
問
題
は
、
其
前
提
た
る
通
貨

ε

豫
算
の
均
衡
、
貿
易
上
の
貸
借
の
均
衡
が
再
び
建
て
ら

れ
ね
ば
な
ら
諏
こ
い
ふ
事
を
注
意
し
た
の
で
あ
る
が
、

樹
、
櫃
値
切
下
を
行
は
れ
る
瞑
れ
の
あ
る
貨
幣
の
所
持

…
者
は
、す

べ
て
其
貨
幣
を
俄

に
市
場
に
投
出
し
、
そ
れ
が

…
た
め
混
飢
を
生
じ
遂
に
は
、
折
角
の
規
定
を
藁

な
し
に

す

る
か
も
知
れ
戯
の
で
、
ゼ
/
ア
會
議
は
此
不
都
合
を
、

追

っ
て
、
国
際
財
政
協
約

に
よ

っ
て
防
ぐ
事
ε
し
た
。

爾

ち
・

…

猛

入
園
量

響

棄

礎
に
從
ぞ

讐

ら
れ
な

傘

票

諮

…
す
ろ
事
た
約
束
し
・
且
其
金

平
慣
か
維
持
す

ろ
爲

に
公
認
さ
れ
た

ろ
債
格

が

享

ゐ
券

賛

準
難

・
島

曽

池
の
加
入
胃

も
讐

・
其
上

に
、
金
雫
償

障

一
定
の
償
価
な
加

へ
た

う
も

の
よ
り
遠

ざ
か
ら
な

い
相
場

一
に
て
、
他

の
加
入
國
宛

の
為
替
手
形
為
、
要
求
に
慮
じ
て
喪
熨
す

ゐ
事

ミ

…
し
六
。
尚
可
成
り
曖
味
な

る
是
等

の
規
定
ば
後
日
開

か
る
＼
腫
券

鍍
行
會

、
議

に
放
て
明

確
に
ぜ
ら
れ
ろ
事

に
な

っ
て
ゐ
ゐ
。
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一

=
凹

ジ
氏
は
最
後
に
述

べ
て
曰
く

「
此
獲
券
銀
行
會
議

の

結
果
は
こ
う
め
ら
う

ご
も
、
憐
値

の
切
下
の
問
題
に
し

て
も
如
何
な
る
安
定
の
問
題

に
し
て
も
、
現
下
の
世
界

の
状
態
で
は
、
解
決
し
得
ら
れ
る
も
の
こ
は
考

へ
ら
れ

.

瀕
。
出
仕
事
は
如
何
な
る
大
國
の
力
に
も
合
は
ず
叉
便

宜

ご
も
な
ら

諏
。
或
國
は
通
貨
膨
脹
の
最
中
で
斯
る
政

…

策
を
考
へ
・
響

へ
暴

実

蓋

罷

撃

差
鋒

一

た
國
は
経
濟
恐
慌
叉
は
國
際
財
政
上
の
困
難
が
解
決
さ

れ
な
い
限
り
、
其
れ
以
上
に
進
む
事
が
出
来
な
い
で
や

ら
う
。
叉
凡
て
の
國
が
其
相
互
の
債
務
の
範
囲
に
就
て
…

正
確

に
決
定
せ
ら
れ
て
居
ら
す
、
授
受
し
得

る
具
騰
的

な
る
支
彿
方
法
を
知
ら
な
い
阪
急

、
ゼ
・
ア
會
議
耗

他

に
依
て
提
唱
さ
れ
た
る
が
如
き
協
同
騎
行
爲
に
出
鉱

る
事
は
不
可
能
で
あ
ら

フ
。
省
文
負
債
及
び
賠
償
金
色

支
拙
を
金

に
て
命
ず

る
時
は
債
務
國
が
金
を
求
む
る
事
.
…

に
依
て
、
必
ず
金
の

一
般
的
騰
貴
を
来
し
、
此
事
が
新
…ニ

し
皐

債
を
求
・
て
る
る
國
々
の
慧

を
蔚

な
ら
し

「
.

む
る
ε
共
に
、
凡
て
の
金
債
務
の
質
権
が
皇
ぐ
な
り
、
債

一

務
者

π
る
私
人
自
身
の
支
彿
能
力
を
も
縄
凱
す
る
事
ご
一

難

録

凋
逸
高
等
官
の
生
計
費
.

.な

る
。
是
等

の
事

を
考

ふ
る
オ
ハで
も

、
此
榔
棚齪
的

分
子

を
除

き
、
是

に
代

ふ

る
に
他

の

「
形
式
を
以

て
す

る
必

要

が
あ

る
、

そ
は
帥

ち
貨
物

に
て
の
支
携

で
な
け
れ
ば

な
ら

の
ご
思

ふ
。

次
に
考

へ
な
け

れ
ば
な
ら

ぬ
事
は
世
界

に
於

け
る
保

護
貿
易
政
策

の

一
般
的
獲

達

で
め
つ
て
、
此

政
策

が
国

際
的
債

務

の
精
算

を
面
倒

な
ら

し
む

る
ざ
共

に
、
.更

に

　
般
的

に
は
、
貨

幣

に
關

し
て
希
望

せ
ら

る

、
計
叢

の

完
成
を
妨

げ

る
事
は
疑

ふ
飴
地

も
な

い
。
貨
幣

の
安

定

は
豫

め
貸
借

勘
定

の
均
衡

が
な

け

れ
ば
生
じ
得

な

い
。

然

る
に
此
事
・丈

で
も
甚
だ
面
倒

で
あ

っ
て
、

そ
れ
を
詳

細

に
五

っ
て
組

立
て

る
事
は
、
如

何
な

る
政

府

の
意

の

儘

に
も
な
ら

な

い
、
之

を
要
す

る
に
国
際
纒
濟

関
係

の

自
由

ざ

い
ふ
事

が
、
必
ず

爲
替

の
安
定

に
先
立
た

ね
ば

な
ら
.滋
も

の
.で
あ

る
。
一


